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私立大学図書館協会 

2019 年度第 2 回国際図書館協力委員会議事要録 
 

 

日 時：2019 年 5 月 9 日（木）15：00～17：00 

場 所：早稲田大学図書館 1階 小会議室 

出席者： 川島 富貴子、安達 匠、（会長校・國學院大學） 

齋木 信一(明治大学)、須賀 真弓(法政大学)、成瀬 弥子(名城大学)、 

沼尻 直美(佛教大学)、御園 和之(委員長・早稲田大学) 

〔事務局〕金 栄華(早稲田大学) 

 

確認事項： 

1. 委員紹介と委員会の事業概要について（確認資料 1） 

委員長校より資料に基づき説明があった。 

 

報告事項： 

1. 2019年度第 1回国際図書館協力委員会議事録（報告資料 1） 

会長校より資料に基づき説明があり、2019年度第 1回国際図書館協力委員会議事要録に

ついて報告した。 

 

2. 2018年度の活動報告（報告資料 2） 

委員長校より資料に基づき説明があった。 

 

3. 国際図書館協力特別会計 2018年度決算・2019年度予算報告（報告資料 3） 

会長校より資料に基づき説明があった。 

 

4. 2019年度海外派遣研修（長期研修）の申込状況について（報告資料 4） 

委員長校より資料に基づき説明があり、申込者なしの旨報告した。また併せて、2020年

度も継続して実施予定である旨報告した。 

 

5. 2019年度海外認定研修の申込状況について（報告資料 5） 

委員長校より資料に基づき説明があり、以下 4名の申込を受理した旨、報告した。なお、

採択（助成）の可否は、報告書受理後に審議となる旨併せて報告した。 

№ 所属 氏名 

1 実践女子大学 伊藤 民雄 

2 中央大学 西 満美 

3 立命館大学 岩田 典子 

4 獨協大学 高島 豊 

6. 2018年度国際図書館協力基金の入金状況について（報告資料 6） 

会長校より資料に基づき説明があり、8社より合計 75万円のご支援を頂いた旨報告した。 

 

7. 2019年度京都大学・東京大学主催大学図書館職員短期研修の講師派遣について 

(報告資料 7) 

委員長校より資料に基づき説明があり、2019 年度大学図書館職員短期研修への講師派遣
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について、主催者側からの講師派遣依頼に基づき、2018年度海外認定研修（B）参加者

のうち、以下 2名を推薦した旨報告した。 

なお、同研修参加者の植苗翔氏（中央大学）および以下 2名は、8月の私図協研究大会

において、植苗氏を中心にご報告をいただく予定であることを報告した。 

会場 日時 氏 名 大 学 所 属 

京都 
10月 3 日（木） 

14:00-14:45 
坂本 里栄 西南学院大学 図書情報課 

東京 
10月 10 日（木） 

14:00-14:45 
山口 諒 大正大学 

学術推進部 

図書情報課 

8. 2019年度寄贈資料搬送事業について（報告資料 8） 

委員長校より資料に基づき説明があり、現在のところ申込なしの旨報告した。併せて、

申込期限（2019 年 5 月 31 日）までに申込があった場合には、メール審議とすることを

承認した。 

 

9. 英文ホームページの更新について（報告資料 9） 

委員長校より資料に基づき説明があり、英文ホームページに記載されている問い合わせ

先を、前任校（南山大学）から早稲田大学へ変更した旨報告した。 

 

10. その他 

なし 

審議事項： 

1. 2019年度海外認定研修追加募集について（審議資料 1） 

委員長校より資料に基づき説明があり、2019 年度海外認定研修について定員に余裕があ

るため、北欧 3 名、アジア 4 名を追加募集することが提案され、承認された。募集要項

は協会ホームページに掲載後、会長校名で加盟館にメール周知することとなった。 

併せて、申込期限（2019 年 6 月 10 日）までに申込があった場合には、メール審議とす

ることを承認した。 

 

2. 2019年度以降の国際図書館協力委員会事業および予算について（審議資料 2） 

会長校より資料の口頭修正および説明があった。修正済の資料は後日委員長校より委員

宛に送ることとなった。 

 

3. 今後のスケジュールについて（審議資料 3） 

委員長校より資料に基づき説明があり、承認された。 

11 月予定の第 5 回会議については、海外派遣（長期研修）の応募がない場合はメール審

議となり、応募があった場合は面接を実施する旨説明があった。 

 

4. その他 

2020年度以降の海外認定研修募集について、委員より以下の意見があった。 

・2017-2018年度委員会からも申し送りされていた通り、異動、退職等で発表ができない

ことが起きないよう、募集要項の文言をあらためて検討すべきとの意見があった。 

 

以 上 


